
第8回 衛星情報共有の取り組み 発表会 報告書 
2014年8月6日 

東海大学 草野悠太 + 衛星WGメンバー 
 
UNISEC/UNISON 衛星ワーキンググループでは2014年7月26日(土)に 
衛星情報共有の取り組みとして第8回の発表会を実施した。以下に、本発表会の実施結果を報告する。 
資料フォルダ : https://drive.google.com/?zx=3ayy45ss0yuc#folders/0B2sEjzZvtNGMVVSUmN4NXF0dVk 
(衛星WG関係者のみにアクセス可能) 
  

1.     目的 

1.1.     本取り組みの目的 
UNISEC衛星団体で技術情報を共有し以下の効果を狙う。 
l  各団体での開発活動の促進 
l  将来的にUNISECとして、加盟団体が協力し一つのことを行う基盤作り 

1.2.     本発表会の目的 
l  口頭での発表による正確かつ効率的な情報共有の実施 
l  発表者が発表と質疑応答を通じたその場でフィードバックを得られる機会の提供 

  

2.     開催日時・開催場所 
発表会の開催日時および概要を表 1にまとめる。 

  
表 1　発表会概要 

日時  2014年7月26日(土) 10:0015:00 

場所  東京大学 本郷キャンパス 
工学部2号館212号講義室　 

発表内容  発表会 「電源」 2大学(日大、九工大)　 
パネルディスカッション「UNISEC×GPM」

　 
ポスターセッション 

参加者数  73名 

 

3.     当日の流れ 

https://drive.google.com/?zx=3ayy45ss0yuc#folders/0B2sEjzZ-vtNGMVVSUmN4NXF0dVk


3.1.     タイムテーブル 
当日は表 2に示すタイムテーブルを設定し運営を行った。 
実際の発表会も概ねこのスケジュールに沿う形で進行した。 
 

表 2　タイムテーブル 
https://docs.google.com/file/d/0BxMWOKrLGFSnZ1RVamZXTms4N2JjX0wxQzZZQjVuajJnZExF/edit 

 

3.2.     発表会内容 
今回は大きく3部に分けて発表会を行なった。 
前半は、「パネルディスカッション(UNISEC×GPM)」である。ここでは、GPM相乗り団体のうち，筑

波大(ITF1 「結」)，多摩美大，東大(INVADER)，阪府大(OPUSAT)から代表者をパネラーとしてお迎え
して発表会を行なった。パネルディスカッションは今回が初めての試みだったが、同時に打ち上げられ
たGPM相乗り衛星製作団体を比較することによって、有意義な議論が出来たと考えられる。 
　 
　中盤は、今までどおりの発表会スタイルで「電源系」をテーマに発表会を行なった。今回は発表者の
都合もあり、発表団体は2団体であったが、テーマの電源系に関する詳しい発表をしていただいた。各
発表の時間配分に関してはこれまでと同様に発表: 15分，質疑応答:10分として実施した． 

https://docs.google.com/file/d/0BxMWOKrLGFSnZ1RVamZXTms4N2JjX0wxQzZZQjVuajJnZExF/edit


 
　後半は、参加団体による「ポスターセッション」を行なった。本ポスターセッションでは，計10団体
(九工大，九大，芝工大，首都大，創価大，筑波大，東海大，日大，阪府大，和歌山大)が各団体の活動
紹介や独自衛星プロジェクトに関する説明を実施した．また、全員が一人一票持ち最も優れていると思
う団体に投票を行ない、最優秀のポスターを決定した。その結果、九州大学が1位、日本大学が2位と
なった。1位の九州大学には景品として、昨年度に引き続きBoCCHAN1を贈呈した。 

 

図 1　発表会・ポスターセッションの様子 
 
 

 
  

4.     アンケート集計結果 
　当日行ったアンケートのうち、発表会全体に関する項目の集計結果を以下にまとめる。 

4.1.     今回の発表会について 



　今回の衛星WG発表会では73名の方に参加していただいた。しかし、以下の用に団体別で見るとばら
つきは大きく、今後幅広い団体に参加してもらえるイベントを心がける必要がある。 

 
 
 

4.2.　パネルディスカッションについて 
　失敗談に焦点をあてたテーマ設定は好評頂けたようである．ただし，「時間が短かった」「技術面に
突っ込んだ話が少なかった」等問題点も複数挙げられた．パネルディスカッション形式のイベント自体
は好評頂けたので，今後実施する際はこれらの反省点を生かしてよりよいものとしたい． 

4.2.     取り組みへの参加について 
今後、本取組へどのように参加したいかを「企画側」、「発表者」、「どちらでもない」の3択の選

択式として質問した。回答の集計結果は以下の通りとなった。 



 
　この質問はいままでの発表会で何度も聞いているが、徐々に「どちらでもない」という回答が増えて
いるように感じる。UNISONは「互助の精神 : 互いに互いを助けあう」をもとに成り立っている組織な
ので、この点に関しては今後対策を考える必要があると感じる。 
  

5.     総括 
2014年7月26日に本取り組み8回目となる発表会を実施した。今回は平常の発表スタイルに加えて、

ポスターセッション、さらには初めての試みとなるパネルディスカッションも行なった。発表会当日は
いくつかトラブルもあったものの、会自体は概ね順調に終えることが出来、参加者の満足度も高かっ
た。 
今後はよりより情報共有を実施していくために、運営メンバーを中心に引き続き活動を行なってい

く。 
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